
 

 
 
今年度の「学校教育の重点」の１つ「対話のある学び」の実現に向け、各校でも対話を取り入

れた授業づくりに取り組まれたことと思います。そうした中、「おしゃべりさせているだけで対

話なのか」「考えを伝え合うだけで終わってしまう。どうしたらいいか」といった声も聞こえて

くるようになりました。取組を行われたからこその課題意識だと感じています。こうした声に応

えるべく、上越教育事務所では学校訪問の中で、「対話のある学び」の具体的な様相を探してき

ました。その中から、今号では３つの場面を紹介します。「対話のある学び」の様相を全て網羅

できたとは考えていませんが、同じ課題意識をもつ先生方の一助になればと思います。 

 

 

 
１つ目に紹介するのは、Ａ小学校Ｂ教諭の実践です。小学２年国語「したことを生き生きと」

の単元で表現を工夫して詩を書く学習でした。仲間の助言を基に自分の詩の推敲を行う活動の前

に、まず教師の詩をもっと素敵に変身させるための意見交流に取り組んだ場面です。 

Ｂ教諭は、児童に自由に考えを発言させ、その理由やその時の感じ方を丁寧に問い返し、確認

しながら共有していました。その中で、仲間の考えから新しい表現を思い付いたり、表現に対す

る見方や考え方を広げたりしていく児童の姿がありました。 

こうした場面では「児童が複数の考え方を聞けるようにすること」「一つ一つの考えを互いに

納得して受け止められるようにすること」が大切です。そして、互いの考えに納得できるような

進め方の工夫が、Ｂ教諭の丁寧な問い返しの中にあったと考えます。また、小学校低学年段階で

は、教師のファシリテーションの下、児童に対話自体を経験させたり、対話で考えが広がってい

く楽しさを感じさせたりすることの大切さも感じた一場面でした。 
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Vol.３(通算 37 号) 

 

上越教育事務所 学校支援第２課 Ｒ６.３.６ 

「対話のある学び」を目指して 

T：ん〜（先生の詩）大体できたんだけど、もうちょっと 

素敵にしたいの。何かいい方法あるかな？ 

「ここはこうしたら」っていうのある？ 

a：「材料を切ったよ」のところに切った音を入れた 

ほうがいいと思う 

T：なるほどね！ここに、音を入れたらっていうことね。 

（中略）ａさんだったらどんな音にする？ 

a：えーっと「トントントン」 

T：なるほどね。ｂさんは？（ｂさんが手を挙げていた） 

ｂ：「ザワザワザワ」 

T：おぉ、「ザワザワザワ」。ｂさんは何を切ったの？ 

ｂ：えっと、準備している… 

T：なるほど！何か切ったんじゃないんだ。「ザワザワ」って 

みんなが準備している音ね。他にはどう？（たくさん手が挙がっている） 

ｃ：私は「ザクザクザク」 

ｄ：玉ねぎ、にんじん、じゃがいもは切る音が違うから。玉ねぎは「シャリシャリ」…、にんじんは「ザクザク」… 

（中略） 

T：それぞれ違う音になってもいいかなって思ったんだ。なるほどね（中略）  

ｅ：じゃがいもは「ザックンザックン」 

T：ｅさんには、じゃがいもを切る音が「ザックンザックン」って聞こえたんだね 

実践例① 小学２年国語 「考えをもつ対話 考えを広げる対話」 

【Ｂ教諭が子供たちに示した詩】 



 

 

２つ目に紹介するのは、Ｃ中学校Ｄ教諭の実践です。中学２年数学「確率」の単元で課題ＡＢ

の違いについて考える学習でした。 

この２つの課題の違いを考えて説明するように問われると、多くの生徒は樹形図をかいて考え

始めました。生徒は、問いの場面の状況から「何かが違う」とは感じているのですが、樹形図が

同じ形になるので、なかなか違いに気付けません。戸惑う生徒が多くいたため、グループで話し

ながら考えるよう指示が出ました。以下はあるグループでのやり取りです。 

この後、このグループの生徒たちはワークシートにかいてあった課題Ｂの樹形図をかき直し、

正しい答えに辿り着いていました。 

中学生の段階では、「順列」と「組合せ」の違いがよく分からず、困り感をもつ生徒は少なく

ありません。ここに注目し、発展課題として「順列」と「組合せ」を、あえて並べて取り上げ、

その違いに焦点化したことで、「似ているのに違う。なんでだろう」という問いが生徒の中に自

然と生まれていました。そして、この自然に生まれた問いが対話を促進していたと感じます。ま

た、現実場面とつながった課題設定だったことで、状況を想像しやすく、これが生徒の思考の糸

口となっていました。Ｄ教諭の課題設定や支援によって、生徒は仲間とのやり取りの中で考えを

整理し、誤った見方・考え方を修正していました。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践例② 中学２年数学 「考えを確かにする対話」 

ａ：この間の球技大会って、２０試合もしたかな？ 

ｂ：たぶん…そんなにやってないよね 

ｃ：合唱順は２０通りで、たぶんこれでいいと思うけど… 

ｂ：なんで合唱順はこれでいいの？ 

ｃ：だって、最初と最後にくるクラス（の組合せ）が全部出てるから 

ａ：確かに 

ｂ：球技大会の時の（総当たりの）対戦表って、こんな感じだったよね（図をかく） 

（中略） 

ｃ：対戦表のときは２０マスあったけど、勝ちが○、負けが✕になってたよね 

ａ：（対称の）２マスで１セットか！ 

ｃ：【１組 vs２組】と【２組 vs１組】がセットになるってこと？ 

ｂ：なるほど！ 

ａ：じゃあ、樹形図ってどうなるんだろう？ 

ｃ：１－２の枝を書いたら、２－１の枝は書かなくていいってこと？ 

ａ：枝が（１本ずつ）減っていく感じになるかも 

課題 A：学年５学級の学年で、音楽祭の合唱順をくじ引きで決めることになりました。 

このとき、最初に歌う組、最後に歌う組の決まり方は、すべてで何通りあるでしょうか。 

課題Ｂ：学年５学級の学年で、総当たり戦のドッジボール大会を企画することになりました。 

このとき、すべてで何試合することになるでしょうか。 

課題Ａの樹形図 

書き直した 

課題Ｂの樹形図 

最初  最後 最初  最後 



 

 

３つ目に紹介するのは、Ｅ中学校Ｆ教諭の実践です。中学３年国語『故郷』の単元末で、「私

（主役）の希望は叶うのか、叶わないのか」について叙述を基に考え話し合う学習でした。 

 

このように、生徒は話し合う中で「希望が叶う可能性はゼロではないが、難しそう」という考

えに辿り着きました。全体でも話合いの後、約半分のグループが「叶わない側」ではなくなって

いました。 

このような考えを練り上げる対話には、「結論を急がず、自分の考えを押し付けず、相手の話

に耳を傾ける姿勢」をもって臨めるようにすることが大切です。こうした姿勢は毎日の授業や生

活の中でじっくり育て、身に付けさせなければならないことであると感じます。そして、議論に

は適した課題が必要です。今回は「１つに答えが定まらず（議論の余地がある）かつ拡散しすぎ

ない（議論が噛み合う）」という点が議論に適していたと考えます。また、話合い、読み込むほ

どに「現実を変えたい」という作者（または訳者）の思いに近づいていくことも、生徒にとって

議論する価値があるものだったと感じます。さらに、Ｆ教諭は、考えが変わってもいいことを確

認した上で、思考の流れに沿うように、はじめに自分の意見をもたせてから「理由や根拠」を問

うていたり、生徒の考えが拡散し過ぎないように、話合いの前に「希望」の内容を丁寧に確認し

たりしていました。こうした支援も生徒が活発に議論に取り組めた要因であると考えます。 

 

 

 

実践例③ 中学３年国語 「考えを練り上げる対話」 

あらすじ：「私」は、生家の後片付けのために、20年ぶりに故郷に帰る。美しかった故郷は色あせ、人の心も

荒れていた。私は子供の頃、仲のよかったルントウと会うのを楽しみにしていたが、再会した彼の

第一声は「だんな様」であり、悲しむべき身分の壁を目の当たりにする。その後、甥のホンルが、ル

ントウの息子シュイションと再会を約束したと知り、未来への「希望」を抱く。 

T：今の考えを教えてください。「私」の希望は叶うと思う人？（２人の手が挙がる）「私」の希望は叶わない

と思う人？（かなりの生徒の手が挙がる）叶わない人が大勢いるね。じゃあ、なぜ希望は叶うのか、また、

叶わないのか根拠を教えてください。「なんとなく」では、みんな納得できないので、「こう書いてあるから

叶うよ、叶わないよ」って教えてくださいね。では、考える時間を取ります。（中略）  

T：では、叶うとしたらなぜなのか、叶わないとしたらなぜなのか、グループで話してみよう。もちろん途中で

変わったってかまわないよ。「どう思う？根拠は？」って聞いてあげてね。  

 

ａ：どう思う？   

ｂ：「叶う」と思う 

ａ：なんで？ 

ｂ：あきらめなければ希望は叶うでしょ  

ａ：根拠は？ 

ｂ：根拠…    

ｃ：「思うに希望とは道のようなものだ。歩く人が多くなればそれが道となる」って書いてあるから、最後には

叶うんじゃないかな 

ｂ：「歩く人」が多くなるって？（どういうこと？） 

ｃ：同じ気持ちの人が多くなればってことじゃない？ 

ａ：それなら、叶うかもしれないけど。でも、「私」故郷を離れてるじゃん。ホンルとシュイションも（離れた）。離

れると（一緒に）歩けなくない？あと…「自分の希望も偶像に過ぎない」って書いてあるし。 

ｃ：難しいか。でも、本当に諦めてたら、最後に「道」の話は書かないと思うんだよね…  

ａ：そうか…（中略） 

ｂ：ねえ、「歩く人」って、ホンルとシュイションのこと？二人だと少なくない？ 

ａ：えっ…。その二人だと思ったんだけど、（「歩く人」が）二人増えても少ないか。別の人も、かな？  

ｄ：世の中の人とか？ 

ｃ：読者もか…。（「希望」が叶う）可能性はゼロではないけど、難しそう  



 

 

 

 
さて、今年度、学校訪問

の中で見付けることのでき

た「対話のある学び」の様

相を整理すると、左図のよ

うになります。（「アイス

ブレイクの対話」は下記で

紹介します） 

繰り返しになりますが、

全ての「対話のある学び」

の様相を網羅できているわ

けではないと考えていま

す。授業を振り返る際の参

考に、ご活用いただければ

と思います。 

 

今回３つの実践をまとめる中で、小学２年生で、多くは教師が使っていた「承認や確認、問い

掛けの言葉」を、中学校段階では、子どもたち自身が使っていることに気付きました（「なるほ

ど！ じゃあ…。 〇〇ってこと？ どうして？ 他には？」などの言葉です）。 

このことから、児童生徒の発達段階などに応じて、初めは教師が「対話場面で大切なこと」を

身をもって示しながら、児童生徒に良質な対話を経験させ、段々と児童生徒だけでも進められる

ようにイニシアチブを渡していく、そうしたことの大切さにも気付かされました。 

 

様々な話合いのツールが日常の授業で使われている今だからこそ、もう一度「何のために、ど

のような」を意識して単元に対話場面を設定していくことが大切です。そして、「何のために、

どのような」を意識するためには、単元で育成を目指す資質・能力を明確にする必要がありま

す。場合によっては、目標の達成と対話の関連が高くなければ、対話場面の数を絞っていくとい

う選択もあり得るかもしれません。ですから、ぜひ単元の目標を明確にした単元構想にチャレン

ジしてください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文責（倉又） 

G中学校の H教諭による 3年生の英語授業は、「カテゴリー・キャッチボール」というアイスブレイクから

始まりました。「ペアで消しゴム１つを準備。カテゴリーに沿った語を１ターン交代で言い合う。制限時間は１

分間。タイマーが鳴った時に、消しゴムを保持している方が負け」という活動でした。 

この日のお題は、“something made of plastic or plastic products”（プラスチック製品）。生徒

は、教師によるスタートの合図で 「ペットボトル」、「ファイル」、「ペンケース」など、次々と語を言い合ってい

きます。教室の空気が活発なものに変わっていきます。タイマーが鳴って、タイムアップ。 

勝敗の確認をサッと済ませて、教師は“Let’s share!” 「どんなものが出ましたか？」と共有の時間と

なりました。そこには、一様に笑顔で話す生徒の姿がありました。 

「トピックをベースに展開していく英語授業」の構成要素として、お手軽かつ有効なウォームアップです。

他にも、教科書のトピックに合わせて次のようなカテゴリーを用いることもできます。（「お金では買えない大

切なものは？」「通学路で目にするものは？」など） 

こうした温かな会話を仲間と重ねていくことが、話しやすい雰囲気だけでなく、親和的な学習集団づくりに

もつながることを感じた一場面でした。 

実践の中から見付けた「対話のある学び」の整理 


